
今年度からスタートした歴まち計画（第２期）の取組として、旧藤田宿内(商店街)に残る歴史的建造
物６棟の調査を行いました。調査は、郡山女子大学長田城治准教授と同研究室生の皆さんが行い、江
戸・明治・昭和初期の魅力的な建物が明らかになりました！
地域の歴史から、まちづくりにつなげるヒントを学ぶ報告会です。是非ご参加ください。

１３：３０ 開会 （１３：００ 開場）
調査成果報告① 「昭和モダン建築 熊谷家住宅離れ、

国見石の石蔵先駆例 旧八木屋呉服店石蔵、
国見町最初期の洋館建築 旧二文字屋洋館と土蔵」

調査成果報告② 「県内唯一の和洋並列型住宅 奥山家住宅洋館・主屋」
調査成果の総括 「旧藤田宿における歴史的建造物の特徴と

歴史的風致の継承」
【講師・報告者】 郡山女子大学生活科学科建築デザイン専攻

長田城治准教授、同研究室所属 笹島さん・後藤さん

１６：００ 閉会

主催：国見町・国見町歴史まちづくりフォーラム（問合せ先 国見町企画調整課地域振興係 TEL024-585-2967)

旧八木屋呉服店石蔵断面図   旧二文字屋洋館立面図  旧二文字屋土蔵断面 熊谷家住宅石蔵立面図

※閉会後に希望者で、藤田の歴史的
建造物を見学しながら歩きます。

(１時間程度：当日受付)

郡山女子大学による「旧藤田宿」の
歴史的建造物調査成果報告会
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